
 

 

 

 

「薬物乱用防止教室」を実施して 

校長 今福 教子 

 1月25日、6年生を対象に「薬物乱用防止教室」を実施しました。大学生の違法薬物事件など、

薬物が遠い存在ではなくなっています。子供たちが自らの身を守れるよう、千葉県警察本部生活安

全部少年課少年センターの方をゲストティーチャーとしてお呼びし、薬物乱用防止のための講話を

していただきました。 

 初めに「覚せい剤」「シンナー」「大麻」「ＭＤＭＡ」等について、見た目や心身に及ぼす害につい

て具体例を提示しながらお話してくださいました。6年生の子供たちはそれらの名称を多少は耳に

していたものの、その依存性や薬害についてあらためて知り、「自分ごと」として捉えて真剣に耳を

傾けている様子が伺えました。 

【主な内容】 

 手を出すことの抵抗感が少ない（ハードルが低い）要因 

 〇それぞれに付いたあだ名（隠語） 

・覚せい剤→スピード ・シンナー→アンパン ・大麻→チョコ ・ＭＤＭＡ→タマ 

 〇「ＭＤＭＡ」は、人気キャラクターの絵が付いた小さくかわいらしい見た目 

 その依存性から自身の健康を害するだけでなく、社会にも影響を及ぼす 

 〇自分自身への影響は「脳の萎縮」「幻聴」「幻覚」 

 〇社会への影響は「窃盗」など 

 きっかけ 

〇好奇心や誘惑 

〇グループ意識（友達がやっているから自分も） 

 

家庭数配付 

断る勇気 

「やらない」という強い意志 

 

シンナーを吸ったときの脳の萎縮について、脳と同じ

たんぱく質でできた発泡スチロールを使った実験 

 

絵や写真、図を用いて

分かりやすく説明 
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